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７月２１日（金）からスタートした夏休みも、本日８月２１日（月）の課題提出日で丁

度１か月が過ぎることになります。今までのところ大きな事故やけがなどもなく大変安心

しているところです。夏休みもいよいよあと残り１週間となりました。生徒のみなさんは、

８月２９日（火）によりよく２学期のスタートが切れるように、学習面の整理や健康・生

活面の基本的生活習慣の見直しなど自ら考え主体的に取り組んでみてください。ご家庭・

地域では、生徒たちにとって安心・安全で有意義な夏休みとなるように、最後までどうぞ

ご指導・ご支援よろしくお願いします。

さて、１学期終業式では、左の「本日のメニュー」

の内容を生徒に話をしました。２学期からの取組の

再確認にもなりますので紹介しておきます。

１の学校教育目標「心身ともに健やかで、確かな

学力を身に付けた活力ある生徒の育成」については、

「知・徳・体」調和のとれた生徒になってほしいと

いう願いがこめられていることを話しました。

メニュー２の身に付けてほしい資質・能力

については、「自ら考え、取り組む力」「やり

通す・学び続ける力」「協働できる力」の３

つの重点内容を確認し、体育大会、部活動、

田植え、交通教室、歓迎行事など１学期の様

々な行事を通して身に付けていったことを紹

介しました。また、１学期の生徒の自己評価

結果も提示し、全体として３つの重点内容す

べてにおいて３ポイント以上の結果であり、

良好な状況であることも説明しました。

メニュー５の「３領域の習慣」は、本校の

教育理念「よい習慣をもった生徒に」と関係

していますが、その習慣の獲得状況について

も、生徒の自己評価結果を活用して説明しま

した。挨拶習慣の状況は８０％と高いものが

あり、伝統の新和中式挨拶習慣の様子がしっ

かりとうかがえます。２学期はこの取組を他

の習慣にも活かしていけるよう頑張ってほし

いという話をしました。

最後に、夏休みに気を付けてほしいこととして、「交通安全：自転車の乗り方」と「メ

ディア機器との付き合い方」の２つの話をしました。自転車の乗り方では、歩道に歩行者

等がいた場合の注意点等を考えたり、「もしかすると○○かもしれない」という視点で危

険予測回避を行ったりすることの大切さを話しました。「メディア機器との付き合い方」

については、前回第４号の学校だよりに詳しく掲載していますので詳細は省略いたします

が、夏休みの振り返りとして、残り１週間ご家庭でも再度話題にされてみてください。

【学校教育目標】
心身ともに健やかで確かな学力を身につけた活

力ある生徒の育成～よい習慣を持った生徒に～

【育成を目指す資質・能力】
○自ら考え、取り組む力

○やり通す・学び続ける力 ○協働できる力

第５号（表面）
令和５年８月２１日発行
文責 校長 上中 恭

本
校
Ｈ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

夏休みもあと1週間。夏の振り返りと2学期の見通しを！

★本日のメニュー
１ 学校教育目標は？
２ 身に付けてほしい資質・能力？
３ １学期の行事の振り返り
４ 「資質・能力」の１学期の自己評価は？
５ ３領域の「習慣」の獲得状況は？
６ 夏休みで気を付けほしいこと
（１）交通安全：自転車の乗り方
（２）メディア機器との付き合い方
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自ら考え、取り組む力 やり通す・学び続ける力 協働できる力

重点的に育成を目指す資質・能力

自己評価結果（１学期）

１年

4 資質・能力の１学期の自己評価は？
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４月１８日（火）に本校３年生が実施しました標記の結果が、８月２日（水）に分かり
ましたので、以下に主な成果と課題をお知らせいたします。

令和５年度全国学力・学習状況調査 ～良好な結果でした！～

～９月行事予定～ ＊変更になる場合もあります
１３日（水）：職場体験学習(２年）~１４日
１３日（水）：職業体験(１年)福祉体験(３年)
１８日（月）：敬老の日
２１日（木）：第２回新和小中学校運営協議会（新和小会場）
２３日（土）：秋分の日
２５日（月）：天草市教育委員会単独学校訪問
２８日（木）：読み聞かせ「本話花タイム」

新和ワークキキャンプに参加しました！

８月８日(火)に、新和町民センター研修室

にて、天草市社会福祉協議会新和支所主催の

ワークキャンプ事業が実施され、新和中学校

から１３人の生徒が参加しました。研修最初

のオリエンテーションでは、新和町の現状と

社会福祉協議会についての説明がありました。

研修の認知症サポーター養成講座では、「認

知症ってなんだろう」の講話を聴いたり、実

際に認知症の方との関わり方をロールプレイ

で体験したりして理解を深めました。

研修の最後に、「自分たちにできることを考

える」という実践的な取組をグループワーク

で行い、それぞれのグループの考えを説明し

合って情報の共有を図りました。生徒たちは、

近未来の状況や自分の身の回りのことなども

想像しながら真摯に取り組んでいました。

１・２年生で稲刈りをしました！

台風の影響により１１日（金）に期日を変更

して実施しました。早朝より、山中さん、花谷

さん、淀水さん、岡本さん、荒木さんの５人の

ボランティアの方からの指導を受け、一人１０

束を目安に稲を刈り、藁を使った稲の束ね方や

竹に掛けて干す時の３：７の分け方等を体験で

きました。

３年生で脱穀をしました！

天気が心配されましたが１７日（木）に３年

生で脱穀を行いました。一人一人が干した稲を

脱穀機にかけ、藁をまとめる活動を体験できま

した。今回も山中さん､花谷さん､岡本さん､荒

木さんから指導を受けました。稲刈りに続き､

ありがとうございます。

１ 教科調査の平均正答率 各問題の主な成果(〇)と課題（●）
(1)国語７７％（県・全国の平均を上回る。）
☆１５問中 12 問が、県・全国平均正答率を上回る。
〇文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考えることができる。
●文脈に即して漢字を正しく書くことができる。（「推す」）

(2)数学５９％（県・全国の平均を上回る。）
☆１５問中１４問が、県・全国平均正答率を上回る。
〇複数の集団のデータ分布の傾向を比較し、判断理由を数学的表現で説明できる。
●三角形の合同問題で、事柄が成り立つことを証明することができる。

(3)英語５３％（県・全国の平均を上回る。）
☆１７問中１３問が、県・全国平均正答率を上回る。
〇ロボットについて書かれた英文を読み、書き手の伝えたい内容を捉えることができる。
●日常的な話題について、目的に応じて英語を聞き、必要な情報を聞き取ることができる。

★今後の対策
・実施教科の結果分析と事後対策に終わらず、
他教科との関連も図った学校総体としての取
組を更に充実させていきます。

２ 生徒質問紙の主な回答状況
(1)良好な回答の内容
〇人の役に立つ人間になりたいと思いますか。（１００％）
〇いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか。（１００％）
〇地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか。（７５％ 全国６４％）
〇地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか。（７５％ 全国６４％）
〇家で自分で計画を立てて勉強をしていますか。（６９％ 全国５５％）
〇今住んでいる地域の行事に参加していますか。（６９％ 全国３８％）

(2)落ち込みがみられる回答の内容
●読書は好きですか。（４４％ 全国６６％）
●将来の夢や目標を持っていますか（６３％ 全国６６％）
●自分にはよいところがあると思いますか（６９％ 全国７８％）
●毎日同じくらいの時刻に寝ていますか（６９％ 全国７８％）

★今後の対策
・自尊感情や自己存在感が高まる活動、基本的
生活習慣の見直し、効果的な読書活動等を意
図的、計画的に推進していきます。


